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〔(社)日 本 家 政 学 会

ホーム ラント リーＫ 関する研 究　　 消 費者相 談からみft 家 庭洗たく の 実際

花王 生活科学 研　 ○深川幸子　 加藤 真弓　 重弘 文子　 藤森 英 明

〔 目的 〕洗たぐや漂 白、仕上げ な どに 関し、 家庭でどのよ5  なこ とに疑問 が もたれ、t  rt

どの よう 痙現象や 問題が生じ ている かを把 握し、 その知見を 実 際の生活現場Ｋ 反映させ る

ことは 意義深い 。そこ でこれ らを知る一つ の手段として 、 消費者相談 の内容を 検討し た。

〔 方法 〕消費者から 花王 石鹸（ 株 ）に寄せ られる 相談 は、花王生 活科学 研究所 のECHO

システ ムにデ ータ化さ れた情報 として 畜積さ れてい る。今回 は洗たく、 漂白 などの衣 料Ｋ

関す る ものを 中 心にそ の内容を解 析し、 生 活現場で みられ る 現状と 経 年的な動向、、問 題点

な どを明らかに した。

〔 結果 〕洗たく、 漂 白などに 関連 した相 談は、 昭 和5    9年1  月～1    2月に 約5    0  0  0 件 寄

せら れて軸1) 、 その内容 は洗 剤、 漂白 剤次どの対象衣料 への使用 可否、使い･方、汚れの落

とし 方、 衣料の 扱い 方、 衣料に及ぼ す影 響など多 岐Ｋ わたって いる。これ らの相談の中で

汚 れや衣 料にかかわ る もの につい て詳細 痙解析を行い、 下 記の知見 を得た。

①汚れやシミの 落と し方の問い 合せで は、 通 常の洗 たく では 落としに くい油 ジミ、 カ ピ、

サビ、 墨汁 などが 多い。　 ②衣料に ついて は 取扱I/-. に注意i  要する ウール、絹 、ダ ウン、

お よ び変退色が 懸念さ れ る色柄物につい て洗た く、 漂 白方&  め問い 合せが多い。　 ③衣料

に見られ る様々な 現象やト ラブ ルに 関する 相談では、 白 物の 黄変 や色物の 変退色・ 移染か

多い 。黄変の原 因は、 塩素系 漂白剤に よる樹 脂加工部 分の変化 や鉄分 の付着、 材質 の変化

ﾌ£どであ る。

以 上のよ5   な相談が寄 せられる背景 を検討し 問題点や 対策につい て4. あ わせて考察した。
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